
琴海町ふるさと祭りに参加しました。天候にもめぐまれ、会場は沢山の市民の

方々で賑わっていました。利用者様は、お茶やお菓子などのお買い物をされ、また

展示会場では、七丁目とデイサービスのご利用様の作品が並べられ、これを見に来

られた方々から「上手かね。どがんやって作ったとやろうね？」などの声が聞かれ

ました。久し振りの外出に皆さん喜んでいらっしゃいました。 

鹿児島で五つ太鼓の演奏活動をされておられる﨑山様が太鼓の演奏と歌の披露をし

て下さいました。鹿児島県の見どころ説明で始まり、利用者様が馴染のある曲を太鼓

を使って演奏してくださいました。曲に合わせて踊りを踊られる利用者様やマイクを

握って一生懸命歌を歌って下さる利用者様もおられ、終わった後は「また太鼓演奏を

聴きたいね」と笑顔で話される様子もあり、とても盛り上がった演奏会になりました。

11月 16日、17日

 同法人のこすもすクラブ(放課後児童クラブ)の子供たちと一緒に干し柿作り体験

を行いました。入居者様から子供たちに柿の紐の結び方などを教え、お互いに声を

掛けながら一生懸命に作りました。たくさんの干し柿が出来上がり、琴の浦荘とこ

すもすクラブに干しました。出来上がりが楽しみです。 

11月 30日（土）

11月 20日（水）



 認知症に関する勉強と、お芝居を通して認知症の人に対する関わり方を子ども達

は真剣に学んでいました。最後に修了証と認知症サポーターの証、オレンジリング

を子供たちに渡し半年を通して行った小学校福祉学習が終了となりました。子ども

達からは学習を通し「これから困っている人を助けたい」等、声が上がっていまし

た。琴海の子ども達の福祉の心を育てるために、来年度も引き続き福祉学習を行っ

ていきたいと思います。 

入居者様に安心した食事提供が出来るよう嚥下勉強会を開催しました。食事の形

態により味や飲み込みの状態が違い、声掛けなしで食事をすると何を食べているの

か分らないので、食事前の声掛けの大切さが改めて実体験を通し学ぶことが出来ま

した。一口の量も多くならないような食事介助行う事、飲み込みやその方のペース

に合わせて様子を見て確認して行くこともこれからの支援をする際は頭において

行って参ります。

11月 28日（木）

11月 29日(金) 

11 月 19日（火）

部署ごとにテーマを決めその取り組みについて発表することで今後の課題や方向

性をみつけることを目的に行っています。また、他部署の取り組みを理解すること

で琴の浦荘職員の情報共有の場にもなりました。最優秀賞は琴海包括センターの「地

域ケア会議を活かした地域づくり」でした。今回初めて地域の事務所様にもお声掛

けし参加して頂きました。職員の発表に対する姿勢についてお褒めの言葉を頂戴す

ることもできました。今後は、今回見つけた課題や方向性を念頭におき支援を行っ

て参りたいと思います。 

11月 27日（水）

今年の総合防災訓練では、特別養護老人ホームの入居者 50 名とショートス

テイの利用者 10 名、合わせて 60 名を夜間火災時に全員避難するという想定

で訓練を行いました。入居者役は職員や段ボールで実際の人数に合わせました。

職員は本当に火事があったかのように真剣な表情で声を掛けあいながら入居者

の誘導を行っていました。回数を重ねるごとに避難開始から終了までに掛かる

時間も短縮されてきています。これからも訓練を繰り返して行きたいと思いま

す。 


